
プログラミング演習I （第10回） 課題

• 基本①: basic_TwinPrimeFunc

– 双子素数とは、2つの素数の差が2であ
る素数のペアのことである。

– まず、引数として与える正の整数が素
数ならtrue、素数でなければfalseを
返すisPrime関数を作成せよ

– 次に、その関数を用い、1000までの双
子素数を下記のようにすべて標準出力
するとともに，その総数を出力するプ
ログラムを作成せよ。出力においては
下記のルールを守るようにせよ。
• 数値を決め打ちで出力は不可

• ペアとなる素数は丸かっこ内にカンマ区切
りで書く

– （参考）
https://ja.wikipedia.org/wiki/双子素数
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1000までの双子素数の数は**個です



プログラミング演習I （第10回） 課題

• 基本② スケッチ名： basic_NumberOfDays

– 年と月を引数として与えたら、その月の最終日を求める
関数 getNumberOfDays を作成せよ

– ただし、getNumberOfDays の引数は2つで、年と月を整
数値で入力し、返り値はその年月の日数となる

int getNumberOfDays(int year, int month)

– なお月ごとの日の数は、以下の条件で求まる。
• 1月・3月・5月・7月・8月・10月・12月は31日

• 4月・6月・9月・11月は30日

• 2月は通常28日だが、年が4で割り切れる場合に29日となり、さらに100
で割り切れる場合に28日となり、さらに400で割り切れる場合に29日と
なる。

– 全てのテストを通るように頑張りましょう！



プログラミング演習I （第10回） 課題

• 基本③ スケッチ名：basic_DoReMi
– 配布したプログラムの幹音（ドレミファソラシド）となる周波数を

求める関数 getFrequency を作成し、キーボード操作の上下によっ
て音程を上下させるプログラムを完成させよ。

– まず準備段階としてminimを環境に導入せよ（後述）

– 関数の引数は幹音のIDとし、返り値はその周波数の値（float）と
せよ。
• ド 261.6Hz，レ 293.7Hz，ミ 329.6Hz，ファ 349.2Hz

• ソ 392.0Hz，ラ 440.0Hz，シ 493.9Hz

– プログラムとしていじるのは getFrequency 内部だけ。今回は
getFrequencyがかなり長くなってもよい。

– 幹音のIDが0のときは261.6Hzのド、1のときは293.7Hzのレとなるよ
うにすること。なお、1オクターブ上がるとそれぞれの周波数は2倍
になる。例えば、1オクターブ上のドは 261.6 * 2 となり、1オク
ターブ上のれは 293.7 * 2 Hz となる。

– 少なくとも3オクターブ分（少なくともtoneIDが20まで）の結果を
返すようにせよ。音はある程度聞こえていればOKとする。



minimの利用方法

• スケッチ > ライブラリをインポート
> Minim で利用できます

– ない環境ではライブラリを追加しよう！

– ライブラリを追加で基本的にはできるはず



プログラミング演習I （第10回） 課題

• 発展① スケッチ名： advanced_Calendar
– 年と月を引数として与えたら、その月のカレンダーを標準出力

するshowCalendar関数を作りたい。

– ここで、ある年月日が何曜日から始まるかはツェラーの公式
（次ページ参照）で求めることができる。

– また最終日が何日になるかは、以下の条件で求まる。
• 1・3・5・7・8・10・12月は31日、4・6・9・11月は30日が最終日である

• 2月は通常28日が最終日だが、年が4で割り切れる場合に29日が最終日となり
、さらに100で割り切れる場合に28日が最終日となり、さらに400で割り切れ
る場合に29日が最終日となる。

– なお、表示においてはスペースを使い、数字が右揃えになるよ
うに工夫せよ。

– 配布するプログラムを使い、その年月のカレンダーと一致する
かを確認した上で提出せよ



プログラミング演習I （第10回） 課題

ツェラーの公式（日曜日を0とする改良版）は、ある年月日が与えられた時に、曜日
を求めるものである。ここで、year 年 month 月 day日の曜日h（0が土曜日で、6が
金曜日となる）は、下記の式で求めることが可能である
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ここで 𝑥 は、xを超えない最大の整数であり、xの小数点以下を切り捨てたものであ
る。また、今回の課題では年は1582以上としてよい。

https://ja.wikipedia.org/wiki/ツェラーの公式



プログラミング演習I （第10回） 課題

• 発展②スケッチ名：advanced_CalcPI
– フーリエ級数展開を用いると，下記の式を用いて円周率
の近似値を求めることが可能である
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– このNをいくつまで指定するかというのを引数とし，上
記の式に4を掛けた値を返り値として，double型で返す
関数 clacPI を作成せよ

• 関数の定義： double calcPI( int N );

– また，calcPI の引数を10, 100, 1000, 10000, 100000, 
1000000, 10000000としていった時の結果（円周率の近
似値）を標準出力せよ


